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銅に結び
つく酸素

マグネシウムに
結びつく酸素

ホウ酸 34.6 175 28 6.5

イ・カ ３　　８ 8.8

８　　　１ 2.7 9.6

Ｃ ウ ウ ウウ・オ

ヘクトパスカル 寒冷前線 イ ウ ア・ク

あ・え・き い・う血しょうウ

Ａ・Ｂ・Ｄ・Ｆ Ｈ・J 形成層

イ・ウＮ

37.5 5.5 50 4.8

27.6 5 110

ア Ｄ Ｂ ＣＡ ケ オ コ



大問 中問 小問 世田谷 中野 八王子 明治

1 （1） 1 1 1 1

1 （2） 1 1 1 2

1 （3） 1 1 2 2

1 （4） 1 1 1 2

1 （5） 2 2 1 2

2 （1） 1 1 1 1

2 （2） 1 1 2 1

2 （3） 2 2 1 2

2 （4） 1 1 1 2

2 （5） ① 2 1 1 2

2 （5） ② 1 2 1 2

3 （1） ① 1 1 2 2

3 （1） ② 1 2 2 2

3 （2） ① 1 1 1 2

3 （2） ② 1 2 1 2

3 （3） 2 1 1 2

4 （1） 2 1 1 2

4 （2） 1 1 1 2

4 （3） 1 1 1 1

4 （4） 1 1 1 2

4 （5） 1 1 1 1

大問 中問 小問 世田谷 中野 八王子 明治

5 （1） 1 1 1 1

5 （2） 1 1 1 3

5 （3） ① 1 1 2 2

5 （3） ② 1 1 2 2

6 （1） 1 2 1 2

6 （2） 1 1 1 2

6 （3） 1 1 1 3

6 （4） 1 1 1 1

6 （5） 1 1 1 1

7 （1） ① 1 1 2 1

7 （1） ② 2 1 2 2

7 （2） ① 1 1 2 1

7 （2） ② 2 2 1 2

7 （3） 1 2 1 2

7 （4） 1 1 1 2

8 （1） ① 2 1 1 2

8 （1） ② 2 2 1 2

8 （2） ① 1 1 1 2

8 （2） ② 1 1 1 2

8 （3） 1 1 1 3

総計 50 50 50 75

理科 解答と解説

◆学校ごとの配点です。
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理科 解答と解説

　　　溶
よう

解
かい

度
ど

に関する問題（化学）

◆2023年明大明治・2024年明大八王子・2025年明大中野などの出題をもとにした問題です。

　⑴　

　溶
と

けた物質の重さは25.0－10.1＝14.9（ｇ）です。表から60℃の水100ｇにちょうど14.9ｇ

溶ける物質はホウ酸であることがわかります。

⑵　

　60℃の水200ｇに溶けるミョウバンの最大量は24.8×２＝49.6（ｇ）です。すでに溶けてい

る量が15.0ｇなので、追加で49.6－15.0＝34.6（ｇ）のミョウバンが溶けることになります。

⑶　 

　はじめに溶かしたミョウバン15.0ｇのうちミョウバン8.8ｇが結
けっ

晶
しょう

となってあらわれている

ので、溶けているミョウバンの重さは15.0－8.8＝6.2（ｇ）となります。60℃の水100ｇに溶

けるミョウバンの量は24.8ｇなので、6.2ｇのミョウバンを溶かすためには100×  6.2
24.8 ＝100

×  1
4  ＝25（ｇ）の水が残っている必要があります。よって蒸

じょう

発
はつ

した水の量は200－25＝175

（ｇ）となります。

⑷　 

　濃
こ

さとは、水溶液全体の重さに対する溶質（溶けている物質）の重さの割
わり

合
あい

です。水100ｇで

80℃の食塩の飽
ほう

和
わ

水溶液を作った場合を考えると、38.0÷（100＋38.0）×100＝27.5…（％）と

なり、小数第１位を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して28％を得ることができます。

⑸　 

　濃さ40％のミョウバン水溶液250ｇには、250×0.4＝100（ｇ）のミョウバンと、250－100

＝150（ｇ）の水が含
ふく

まれています。80℃の水150ｇに溶けるミョウバンの最大量は71.0

× 150
100  ＝106.5（ｇ）です。よって、106.5－100＝6.5（ｇ）のミョウバンを追加で溶かすことが

できます。

◇それぞれの学校で出題される同一分野の過去問の難度に応じた配点となっています。

　　　金属の酸化・還
かん

元
げん

実験に関する問題（化学）

◆�2022年明大中野・2023年度明大明治の出題をもとに、発展内容として還元の実験も含
ふく

めて出題

しています。

⑴　

　銅とマグネシウムはどちらも金属です。金属には共通の性質があり、電気を通すことや光
こう

沢
たく

があることなどが挙げられます。しかし、酸素と結びついて酸化物になると、これらの性質は

失われます。よって、イは正しい説明です。なお、磁
じ

石
しゃく

につく金属は鉄やニッケルなど限られ

た種類だけで、銅もマグネシウムも磁石にはつかないので、アは間
ま

違
ちが

いです。また、加熱に

よってできる酸化銅は黒色、酸化マグネシウムは白色です。したがって、カも正しい説明です。

Ⅰ

A1  再現する  比較

A1  特徴的な部再現する注目する  比較

A2  特徴的な部分に注目する  再現する

A1  再現する  知識

A2  特徴的な部分に注目する  再現する  知識

Ⅱ

A1  知識
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理科 解答と解説

⑵　

　グラフより、８ｇの銅と２ｇの酸素が反応して10ｇの酸化銅が生じていることが読み取れ

るので、反応する銅：酸素：生じる酸化銅の重さの比は「４：１：５」であることがわかります。

また６ｇのマグネシウムと４ｇの酸素が反応して10ｇの酸化マグネシウムが生じていること

が読み取れるので、反応するマグネシウム：酸素：生じる酸化マグネシウムの重さの比は「３：

２：５」であることがわかります。この問題では「等しい重さの銅とマグネシウムに結び付く酸

素の重さ」を求めるので、下表のように反応前の金属の重さ（４ｇと３ｇ）を最小公倍数でそろ

えて考えると、同じ12ｇの銅とマグネシウムに結びつく酸素の重さの比は３：８と判明します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑶　

　混合物10.0gが全て銅だった場合、反応後に生じる酸化銅の重さは（10.0×  5
4  ＝）12.5ｇと

なります。また、銅1.0ｇが反応すると酸化銅1.25ｇ（ 5
4  ｇ）に、マグネシウム1.0ｇが反応す

ると酸化マグネシウム  5
3  ｇになることから、１ｇの銅を１ｇのマグネシウムに置きかえると

反応後の重さは（ 5
3  －  5

4  ＝）  5
12  ｇ増加します。

　この問題では反応後の重さが13.0ｇなので、混合物が全て銅だった場合との差は13.0－

12.5＝0.5ｇです。よって、はじめにあったマグネシウムの重さは0.5÷  5
12  ＝1.2（ｇ）、銅の

重さは10.0－1.2＝8.8（ｇ）となります。

⑷　

　問題文には「水素が酸素と結びついて、水（水蒸気）が生じます。生じた水や水蒸気は乾
かん

燥
そう

剤
ざい

に吸
きゅう

収
しゅう

されます。」とあります。

　表から、酸化銅8.0ｇ中に含まれる酸素1.6ｇ（これは8.0ｇと6.4ｇの差で求めることも、⑵

の酸化銅と酸素の重さの比で求めることも可能です）が水素と結びつき、水1.8ｇが発生して

いることがわかります。このとき、酸素と結びついた水素の重さは1.8－1.6＝0.2（ｇ）です。

よって、（反応する酸素の重さ）：（反応する水素の重さ）：（生じる水の重さ）の比は、1.6：0.2：

1.8＝16：２：18＝８：１：９となります。

⑸①　

　まず、反応によってうばわれた酸素の重さを求めると、16.0－13.6＝2.4（ｇ）です。この

2.4ｇの酸素が水素と結びついて水になります。⑷で求めたように、酸素と水素の重さの比

は８：１であることから、2.4ｇの酸素と結びつく水素の重さは2.4× 　 ＝0.3（ｇ）です。

よって、生じる水の重さは2.4＋0.3＝2.7（ｇ）となります。

　また、酸素と水の重さの比から直接求めることもできます。酸素と水の重さの比は８：９で

あることから、2.4ｇの酸素から生じる水の重さは2.4×  9
8  ＝2.7（ｇ）と求めることもできます。

A2  特徴的な部分に注目する  再現する

銅 酸素 酸化銅

４ｇ １ｇ ５ｇ

12ｇ ３ｇ 15ｇ

マグネシウム 酸素 酸化マグネシウム

３ｇ ２ｇ ５ｇ

12ｇ ８ｇ 20ｇ

A2  再現する  置き換え

B1  情報を獲得する  再現する

B2  情報を獲得する  再現する

1
8
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理科 解答と解説

②　

　水素との反応によってうばわれた酸素の重さは16.0－13.6＝2.4（ｇ）です。酸化銅に含ま

れる酸素と銅の重さの比は１：４であることから、2.4ｇの酸素がうばわれて生じる銅の重

さは2.4×  4
1  ＝9.6（ｇ）と求めることができます。

◇それぞれの学校で出題される同一分野の過去問の難度に応じた配点となっています。

◇� Ⅰ・Ⅱの化学分野は知識や実験観察問題よりも計算問題の方が入試での得点差がつくという分

析に基づき、本試験では計算問題中心の出題としています。

　　　地球・月・太陽の位置関係に関する問題（地学）

◆�2022年明大八王子、2025年明大中野の問題をベースとして、本年度の時事問題も絡
から

めての出題です。

⑴①　

　右図より、真夜中南東に見える月はＣ

となります。Ｄは真夜中東からのぼり、

Ｂの月は真夜中南西の方角に見え、Ａの

月は真夜中西に沈
しず

みます。

②　

　Ｃの月は満月と下
か

弦
げん

の月の間に位置す

ることから日本（北半球）での見え方はウ

またはエにしぼられ、また南東の方角に見えるときの傾
かたむ

きを考えて正解はウとなります。

⑵①　

　Ｅの月において北極星が見える位置から地球を見た場合の見え方は、地球から見たＢの月

のようになります。Ａ（右半分が光る上弦の月）よりもやや満ちているウが正解となります。

②　

　月と地球の大きさの比はおよそ１：４なので、月面上で見る地球は、地球上から見る月の

約４倍の大きさで見えることになります。また、月の自転周期と公転周期が等しいために月

の裏
うら

面
めん

が見えず、月はいつも地球に同じ面を向けていることから、月面上で地球が見える位

置からは地球の位置が変わることなく、その場で満ち欠けして見えます。

⑶　

　皆
かい

既
き

月食は、地球の影
かげ

が満月にかかる現象です。また、皆既月食時の満月は左側（東側）から

地球のかげに入って欠け始めるので、アまたはウが正しい月食のようすを示しています。さら

に、問題文に食の始まりが午前１時27分、食の終わりが午前４時57分とあるので、満月は南

西の方角を西の地平線に向かって動く間に月食となっています。これらのことから、正解はウ

となります。

B2  情報を獲得する  再現する

Ⅲ

A1  知識

B1  知識

B1  知識  置き換え

B1  知識  推論

A2  情報を獲得する  知識
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理科 解答と解説

◇明大世田谷（日本学園）では生物地学分野で時事問題が頻出となるので⑶の配点を高くしています。

　　　気象に関する問題（地学）

◆2022年・2025年明大明治などで出題されている前線と風に関する知識事項を確認する問題です。

⑴　

　気象で使用される気圧の単位はヘクトパスカル（hPa）です。

⑵　

　北半球で低気圧の南西にのびる前線（Ｐ）は寒冷前線、南東にのびる前線（Ｑ）は温暖前線です。

⑶　

　寒冷前線では、寒気が暖
だん

気
き

の下に入りこみ、暖気を押
お

し上げます。よって、正解はイとなります。

⑷　

　温暖前線（Ｑ）が通過する時には、生じ

た乱
らん

層
そう

雲によって比
ひ

較
かく

的広い範
はん

囲
い

で長時

間の雨となります。また、温暖前線の通

過後は気温が上
じょう

昇
しょう

します。寒冷前線（Ｐ）

の通過時は積乱雲が生じて短時間の豪
ごう

雨
う

となり、通過後に気温が下がることと

セットで理解しましょう。

⑸　

　北半球では、低気圧のまわりを反時計回りに風が吹
ふ

き込
こ

み（ア）、上昇気流が生じます（ク）。

◇用語での解答が多い明大明治では、この問題も含めて用語解答問題の配点が重くなっています。

　　　ヒトの消化と吸収に関する問題（生物）

◆�2024年日本学園、2022年明大中野の出題内容をもとにした人体に関する知識事項と、実験結果

の整理・分析スキルを確認する問題です。

⑴　

ア�：すい液にはでんぷんにはたらくアミラーゼ、タンパク質にはたらくトリプシン、脂
し

肪
ぼう

には

たらくリパーゼという酵
こう

素
そ

が含
ふく

まれています。

イ�：胆
たん

汁
じゅう

は脂
し

肪
ぼう

を乳
にゅう

化
か

して消化しやすい状態にしますが、酵素は含まれていません。水と油の

ように本来混ざり合わない物質どうしを、細かくして混ぜ合わせることを乳化といいます。

ウ�：だ液に含まれる消化酵素はアミラーゼ、胃
い

液に含まれる消化酵素はペプシンです。カタ

ラーゼは肝
かん

臓
ぞう

や赤血球などに含まれる酵素、トリプシンはすい液に含まれる酵素です。

エ：小
しょう

腸
ちょう

の柔
じゅう

毛
もう

から栄養分が吸収されます。

オ：大腸では食べ物の消化は行われず、水分と塩分が主に吸収されます。

Ⅳ

A1  知識

A1  知識

A1  知識

積乱雲

寒気
寒気暖気

寒冷前線 温暖前線

乱層雲

A2  知識

A1  知識

Ⅴ

A1  知識
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理科 解答と解説

⑵　

　栄養分や二酸化炭素、不要物などは血液の液体成分である血しょうに溶かして運ばれます。

酸素は赤血球によって運ばれます。

⑶①　

あ（だ液＋でんぷん）ではベネジクト反応「あり」なので、だ液はでんぷんを分解したことがわ

かり、え（胃液＋でんぷん）、き（水＋でんぷん）ではベネジクト反応「なし」なので、水や胃液

にはでんぷんを分解するはたらきがないことがわかります。

②　

い（だ液＋タンパク質）ではベネジクト反応「なし」なので、だ液はタンパク質から糖
とう

を作らな

いこと、う（だ液＋脂肪）でもベネジクト反応「なし」なので、だ液は脂肪から糖を作らないこ

とがわかります。

◇読解力・分析力を問う出題がやや多い明大八王子や明大明治では⑶の配点が高くなっています。

　　　植物に関する問題（生物）

◆�2025年明大中野、2023年日本学園などでの出題をもとに、各校で頻出の植物全般の知識事項を

確認する問題です。

⑴　

 「胚
はい

」とは、成長してやがてからだとなる部分のことで、子葉、幼
よう

根
こん

、幼芽などからなります。

インゲンマメなど、子葉に養分を蓄
たくわ

える無胚
はい

乳
にゅう

種子では種皮以外の部分が胚です。イネなどの

有胚乳種子の場合では、種皮と胚乳を除
のぞ

いた部分が胚となります。

⑵　　　　　　　　⑶　

　図２は双
そう

子
し

葉
よう

類の茎
くき

の断面で、Ｉは「形
けい

成
せい

層
そう

」とよばれ、細
さい

胞
ぼう

分
ぶん

裂
れつ

をして茎を太く成長させる

つくりです。また、水や肥料が通る道管は、双子葉類の茎の断面図であれば形成層の内側（Ｈ）

にあります。形成層の外側にあるＧは、葉でできた養分が水に溶ける物質になって移動する師

管とよばれるつくりであり、この道管と師管を合わせたものを維
い

管
かん

束
そく

といいます。

　図３の葉の断面では、気孔（Ｌ）が見られる図の下が葉の裏
うら

側で、葉脈（Ｊ＋Ｋ）のうち、葉の

表側の管（Ｊ）が道管、裏側の管（Ｋ）が師管となります。

⑷　

　花粉はおしべのやくで作られます。図４のＮがタンポポのやくです。

⑸　

　タンポポには花びらがあり、昆
こん

虫
ちゅう

によって花粉が運ばれる虫
ちゅう

媒
ばい

花
か

です（受粉後にできた種子

は風に運ばれます）。ヘチマ・ヒマワリも同様に虫媒花です。トウモロコシとイネには花びら

がなく、花粉が風で運ばれる風媒花です。

A1  知識

A2  情報を獲得する  比較

A1  情報を獲得する  比較

Ⅵ

A2  知識

A1  知識 A1  知識

A1  知識

A2  知識
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理科 解答と解説

◇用語記入の設問の配点を明大明治で高めにしていること以外、学校ごとの配点差はほぼありません。

　　　てこのつりあい・ばねと力の問題（物理）

◆�2025年明大中野、2022年明大八王子、2023年明大明治の出題内容をもとにした力学分野の問題です。

⑴①②　

　太さや材質が均一な棒
ぼう

の重心は棒の中心にあるので、この棒の両
りょう

端
はじ

から30cmの位置に60ｇ

の力がかかります。支点からばねまでの距
きょ

離
り

は60－12＝48（cm）なので、ばねが棒を引く力

を□ｇ、重心に60ｇのおもりをつるしてつりあいの式を立てると、60（ｇ）×30（cm）＝□（ｇ）

×48（cm）となります。これを解くと、□＝37.5（ｇ）…①となります。

　次に、グラフからこの実験で使用したばねのもとの長さ（自然長）は４cm、50ｇの力で２cm

のびることがわかります。ばねに37.5ｇの力がかかるときの長さは４＋２× 37.5
50  ＝４＋1.5

＝5.5（cm）…②となります。

⑵①　

　⑴同様、重心に棒の重さに相当するお

もりをつけて考えます。ばねの位置を支

点とすると、ばねから重心までは10cm、

ばねからおもりＡまでは20cmです。お

もりＡの重さを□ｇとしてつりあいの式

を立てると、

　10（ｇ）×40（cm）＋60（ｇ）×10（cm）＝□（ｇ）×20（cm）となります。これを解くと、□＝

50（ｇ）となります。

②　

　図２のばねは、棒の重さと２つのおもりの重さを支えているので10＋60＋50＝120（ｇ）の

力で下向きに引かれていることになります。このときのばねののびは、２× 120
50  ＝4.8（cm）

となります。

⑶　

　切断した棒Ｙ（48cm）・棒Ｚ（12cm）それぞれの

重心にかかる重力（重さ）の比は棒の長さの比と等

しいので、４：１です。よって、右図のようにそ

れぞれの棒の重心からの距離の比が１：４となる

位置に支点を置けば、棒はつりあいます。

　棒Ｙの重心は両
りょう

端
はし

から24cm、棒Ｚの重心は両

端から６cmの位置にあるので２つの棒の重心間

の距離は24－６＝18（cm）となります。よって棒の左端から支点までの長さは

　24＋18× 1
1+4  ＝24＋3.6＝27.6（cm）となります。

Ⅶ

A2 特徴的な部分に注目する 再現する

A2 特徴的な部分に注目する 再現する

A2 特徴的な部分に注目する 再現する

B1 再現する
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⑷　

　右図のように、Ｐを支点としておもりＢによ

る左回り（反時計回り）によるモーメントが、棒

の重心にかかる重力とおもりＣによる右回り

（時計回り）のモーメントの合計よりも大きい場

合、棒は左側に傾
かたむ

きます。Ｐを支点として棒が

つりあうときのおもりＣの重さを□ｇとしてつりあいの式をたてると、40（ｇ）×20（cm）＝

60（ｇ）×10（cm）＋□（ｇ）×40（cm）となります。よって、□＝（800－600）÷40＝５（ｇ）と

なり、おもりＣの重さが５ｇより軽いときに棒が左に傾くことがわかります。

　また右図のように、Ｑを支点としておもりＣ

による右回りのモーメントが、おもりＢと棒の

重心にかかる重力による左回りのモーメントの

合計よりも大きい場合、棒は右側に傾きます。

Ｑを支点として棒がつりあうときのおもりＣの

重さを△ｇとしてつりあいの式を立てると、△（ｇ）×20（cm）＝40（ｇ）×40（cm）＋60（ｇ）

×10（cm）となります。よって、△＝（1600＋600）÷20＝110（ｇ）となり、おもりＣの重さ

が110ｇより重いときに棒が右に傾くことがわかります。よって、棒Ｘが台の上で傾かない

おもりＣの重さの範
はん

囲
い

は５ｇ以上110ｇ以下となります。

◇�過去問の物理分野の難度に応じた配点としています。最も難度が高い明大明治は後半の設問の配

点を高くし、他校の配点はほぼ均等としています。

　　　豆電球に流れる電流と方位磁
じ

針
しん

・発光ダイオードに関する問題（物理）

◆�2024年日本学園、2022年明大八王子、2025年明大明治などの出題内容をもとにした電流と磁

界に関する問題です。

⑴①　

　方位磁針の針
はり

が振
ふ

れる向きは、右手の４

本指を電流の向きとして調べるか、右ねじ

の法則で確
かく

認
にん

しましょう。

②　

　豆電球の直列回路では電流の大きさは

つないだ豆電球の数に反比例し、並
へい

列
れつ

回路

ではそれぞれの回路に電池の電圧がはた

らきます。方位磁針Ｂ部分に流れる電流の

大きさを１とおいて、回路の各部位を流れている電流の大きさを数
すう

値
ち

で表すと上図のように

Ｂ 40ｇ
ＣＰ Ｑ

20cm

60ｇ

40cm10cm
20cm

40cm

40ｇ

10cm
20cm

Ｃ
Ｂ Ｐ Ｑ

60ｇ

20cm

B2  再現する

Ⅷ

1

A B C D

0.5
1 1

2

3.5

A1  知識

A2  知識
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なります。また、針が振れる角度（生じる磁界の強さ）は、流れる電流の大きさで決まるので、

図のように数値が大きい導線に置かれた方位磁針ほど角度が大きくなります。

⑵ 　回路に流れる電流をていねいに追いましょう。発光ダイオードのみ、電気が流れて点灯する

場合の乾
かん

電
でん

池
ち

とのつなぎ方に条件があります。下図では、電流が通る部分を太字で示しています。

①　

　すべての豆電球・発光ダイオードに電流が流れるので、点灯する豆電球と発光ダイオード

はそれぞれ２つとなります。

②　

　回路内で並列になっている部分で、豆電球や発光ダイオードなどの抵
てい

抗
こう

がまったく存
そん

在
ざい

し

ない導線部分があり、他の抵抗を含む部分には電流が流れなくなります（このことを「部分

ショート」「短
たん

絡
らく

」などと呼
よ

ぶこともあります）。図②では中央の縦
たて

の導線に抵抗が存在しない

ため、この部分に電流が集まり、右側の豆電球と発光ダイオードには電流が流れず、点灯し

ません。よって、点灯する豆電球と発光ダイオードはそれぞれ１つとなります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

A1 知識 情報を獲得する 再現する

A2 知識 情報を獲得する 再現する
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⑶　

　図５でも、乾電池の＋と－を逆にした図６でも、常に３個の発光ダイオードが点灯していた

こと、またそのうちの１個がＱであったことから、実際に電流がどのように流れているかを調

べます。

　⑵同様、電流が通る部分を太字にしてつなぐ発光ダイオードの向きを決めていきます。する

と、下図のようになるので、答えはコとわかります。

◇�電流と磁界について、受験校問わず重要な基礎知識・解法スキルを確認する設問ですので、配点

の差は大きくつけていません。制限時間内に最後まで到達できたかも含め、しっかり復習しま

しょう。

A2  情報を獲得する  再現する

Ｐ Ｔ Ｔ

Ｑ

Ｒ Ｓ

Ｐ

Ｑ

Ｒ Ｓ


